
 

 

 

 

１ 単元全体構想図 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

２ 単元構想について 

本単元は、Ｃ「学習内容の関連性」を生かし、Ｄ「資質・能力の関連性」を重視した単元である。 

ここで言う「学習内容」とは「内容項目」であり、「資質・能力」とは、くすのき学習【学級・学校】

の「参画する態度」、国語科の「伝え合う力」、道徳科「自分らしくよりよく生きようとする」である。 

本学級の子どもは、素直で明るく、一生懸命物事に取り組む。しかし、指示されたことはこなすが、

自分たちで決めて実行しようとする自主性に乏しい一面も見られた。４月当初、「こんな学級にした

い」という子どもの思いや願いと「こんな子どもたちになってほしい」という教師や親の願いとをす

り合わせ、「やる気 楽しく進んで 助け合い 笑顔つなぐ３星」と、学級の目当てを設定した。その

目当ては、一年を通じて、学級・学校生活や学習活動での基盤となるものである。その目当てを基に、

定期的に全員にアンケートをとり、学級の状態をみんなで共有し、子どもと共に今の学級を見詰め直

し、話合いを行いながら自分たちで問題を解決してきた。そうしたことを話し合う際に大切にしたこ

とは、国語科の「伝え合う力」である。自分の考えや思いを伝え、他者の考えを受け止めながら、子

ども自身が話合いを進めていくことによって、仲間意識も高くなり、子どもたちのアイデアを生かし

ながら、自主的に行うことができるようになってきた。 

４年生を目前に控えた今、学級の終わりを意識する子どもも出てきている。達成感を感じて終わり

たいと感じている子どもも多い。学級や自己の成長に対してはある程度達成感を感じているが、なぜ

成長したのか、自分の経験を振り返って考えていることはできていない。そこで、学級の成長を探り、

自分たちの成長のためには、楽しかったことだけでなく、努力したこと、辛かったこと、我慢したこ

となどが必要であったことを再認識し、経験した全てのことが自分の成長につながっていることに気

付かせたい。そして、一人一人の成長が３星の成長につながっていることを認識させ、さらによりよ

いクラスになるために自分ができることは何かを考え、実践につなげていきたい。 

本単元は、国語科で培った、質問をしたり感想を述べたりする力と進行に沿って伝え合い話し合う

力を活用させる。また、道徳科で学んだいろいろな友達との協働や人間関係づくり、自分の生き方づ

くりなどをそれぞれの場面で思い起こさせ効果的に活用させる。そして、自分の考えを明らかにし、

話し合った内容と関連付けながら考えを深めていくために有効な手立てとして、思考ツールを取り入

れ、自己決定していく。そして、自分が決めたことを実践したあと、振り返りを行うことで達成感や

充実感を感じ、学級や学校に参画する態度を培うことができるような単元構想をした。 

第３学年星組 くすのき学習【学級・学校】（＋国語科・道徳科） 

「３星クエスト ― 新しい物語へ ― 」        指導者 森田 宏美 

国語科 

「係活動について話し合おう」 

 

 

道徳科【善悪の判断，自律，自由と責任】 

「ＳＬ公園で」      

 

 

Ｃ「学習内容の関連性」を生かし    

Ｄ「資質・能力の関連性」を重視した 

教科等横断的な単元 

（プロジェクト型） 

道徳科【よりよい学校生活，集団生活の充実】

「しょうたの手紙」 

 

 

くすのき学習【学級・学校】 

「３星クエスト ― 新しい物語へ ―」 



３ 単元のねらい                                                        

 ○ 今年度の活動を想起し、自己や学級の成長を知り、満足感を持つ。 

 ○ 学級に所属していたことに対する有用感を持ち、自分ができることを自己決定する。 

 

４ 単元の展開（全７時間） 

場面 子どもの課題意識と主な学習活動 評 価 の 規 準 時間 
          
出 

合 

い 

 
 

 

 

〇 自分たちの活動を振り返る。 

 

 

 

 

● 学級への所属感や有用感を感じて

いる。 

 
１ 

 
 
           
追 
 
 
究 
 
 

   
 

 

○ 「３星クエスト物語」を作成する。 

 

○ ３星の成長について考える。 

 

 

○ 自分たちがしたいこと、できることを

探る。 

 

 

 

● 意欲的に物語を作成しようとして

いる。 

● 友達の考えと自分の考えを比べな

がら発表しようとしている。 

● 今までの活動を振り返り、満足感・

達成感を持っている。 

● 他者への発信を意欲的に行ったり

他者の考えを聞いたりする中で、自

分ができることを自己決定する。 

 
 ４ 
 
本  時

その 3 
 

         
振 
り 
返 
り 

 
 

 

○ 実現を目指して取り組んできたこと

を、「自分物語」にまとめる。 

○ 友達の「自分物語」を読む。 

 

 

 

● 自分や学級の成長を考えている。 

 

● 努力の成果を振り返り、新たな取

り組みを考えている。 

 
２ 

 

５ 単元における指導と評価の工夫 

場面 三つの場面ごとの指導と評価の工夫 

出
合
い 

・ 自分たちの学級の活動に対して満足感を持っている子どもたちに「３星クエスト物語」作

成の案があることを伝えることで、これからの学習活動に対しての関心・意欲を高める。 

追 
 

究 

・ 子どもたち自身で作成の展開を考えさせることで、「自分ごと」として捉えさせ、より能

動的な活動となるようにする。 

・ 学級全体の成長を探るために「３星クエスト物語」を作成する中で、自分たちの思いをそ

れぞれに発表し合い、成長過程を共通理解していく。 

・ 成長の糧をどのように役立てるかを考えさせ、具体的な方法を考えさせることで、内容も

しっかりした目標を立てることができる。 

振
り
返
り 

・ 「自分物語」に整理することで個人として、また集団としての成果を振り返らせ、よりよ

い学級・学校づくりに参画させる。 

自分の活動はどうだったのだろう。 

eg。 

今までどのような活動をしてきたの

だろう。 

な。 

自分たちの学級について考えよう。 



６ 本時の授業（４／７） 

(1)  日 時  平成３１年２月２日（土） 10:20～11:05 

(2)  場 所  ３年星組教室  

(3)  目 標  ３星が解散するまでの目標を立て、実践しようという意識を持つ。 

(4)  準備物   プリント、ネーム磁石 

(5)  展 開 

学習活動 予想される子どもの意識の流れ 指導（○）と評価（●） 

１ 前時の学習を

想起する。 

 

 
        

２ 本時で学習す

ることを確認す

る。 

  

 

3 自分が学級の

ためにできるこ

とを具体的に決

める。 

 

 

 

 
                 

 

 

４ 友達の頑張る

ことを知る。 

 

 

 

 

５ これまでの活

動を振り返っ

て、考えたこと

を書く。 

 

 

・一人一人が学級のためにできることを考える 

んだったな。 

 

  

 

・私は「やる気」でできることを考えたい。 

・僕は「助け合い」でできることを考えたい。 

 

 

 

・友達の気持ちを考えて話したい。 

・友達の注意を素直に聞こう。 

・係の仕事として、いいことをしていた人を帰り

の会で紹介したい。 

・窓開け窓閉めをきちんとしたい。 

・一人になっている友達を誘いたい。 

・悪口を言わないようにしたい。 

 ・係だけでなく当番活動もきちんとしたい。 

・周りを見て行動したい。 

 

 

 

・一人になっている友達を誘うという考えはい

いな。 

・賞状をあげるという考えはいいな。 

 

 

 

・自分が決めたことは頑張りたいな。 

・友達の決めたこともいいな。 

・自分が決めたことを実践することで学級の友

達が笑顔になるといいな。 

○ 前時の板書を残して

おき、前時の学習を想

起できるようにする。 

 

 

○ 自分が学級目標の中

でどれを意識するか考

えさせる。 

 

 

○ 自分ができそうなこ

とを考え、逆ピラミッド

チャートを使って絞る

ようにする。 

○ 実践できそうなこと

が思い浮かばない時は、

友達の考えを参考にす

るよう声を掛ける。 

● 学級のことを考えて

できることを決めてい

る。  ［発表・様態］ 

 

○ 友達のしようとして

いることを知ることで

自分も頑張ろうという

気持ちを持たせる。 

 

 

● 自分が決めたことを

実践しようという意欲

を持っているか。 

     ［記述・様態］ 

 

 

今日することは何だったかな。 

. 

さらに詳しく自分ができることを考えよう。

う。。 

自分が頑張ることを決めよう。 

友達は何を頑張るのだろう。 

 

授業を通して、思ったことを書こう。 

 



７ 評価の具体的な方法 

    〈自己効力感〉が高まっている姿を評価する視点を、二つの欲求が満たされているか、資質・能

力が高まっているかの二つを軸として考え、ワークシートの記述や活動時のつぶやき、学習後の成

果物などから〈自己効力感〉の高まりを見取っていく。 

(1) 「出合い」の場面における評価の視点と具体的な方法 

 資質・能力が身に付いているかどうか 二つの欲求が満たされているかどうか 

視 

点 

自分たちの活動を振り返り、課題を発見す

る力 
充実感が得られそうだと感じている。 

 
              
目 

指 

す 

姿 

 

○  ３星が頑張ってきたことや、そこから 

できることは何かを考えようとしている。 

            ［発表・様態］ 

・この課題を解決したいな。 

・友達はよく頑張っているな。 

           

○ 話合いに進んで参加しようとしている。 

            ［発表・様態］ 

 ・話し合いたい。 

 ・友達に伝えたい。 

○ ３星をもっとよくしたいという気持

ちになっている。  ［発表・様態］ 

 ・楽しそう ・やってみたい 

 ・考えてみたい 

 ・頑張りたい 

 

(2)  「追究」の場面 

 資質・能力が身に付いているかどうか 二つの欲求が満たされているかどうか 

視 

点 

 課題に対する自分の考えを持ち、友達の考

えを聞きながら、課題を解決する力 

 充実感を感じているかどうかと、人と

つながるよさを感じているかどうか。 

 
          

 目 

指 

す 

姿 

 よりよい学級づくりのために、友達の考え

を取り入れながら解決の方法を考えている。 

          ［発表・記述・様態］ 

 ・自分の考えと友達の考えとを合体させる

といいと思うな。 

 ・友達の意見はいい意見だから、取り入れ

たいな。 

  

よりよい学級づくりのための改善策を

進んで考えている。 ［記述・様態］ 

・していることがみんなのためにな

るといいな。 

・みんなが楽しいと思えるクラスに

するためにはどうしたらいいのか

な。 

・友達の意見を聞くと考えが広がる

な。 

 

(3)   「振り返り」の場面 

 身に付けた資質・能力を生かしたり発揮したりしているかどうか 

視 

点 
よりよい学級づくりに参画したいという思いが持てたか。 

 

目 

指 

す 

姿 

満足感や充実感を感じている。                  ［記述・様態］ 

・自分の考えがよりよい学級づくりにつながるといいな。 

・決まったら、自分のすることを具体的に考え、実践しよう。 

 ・友達は頑張っていたんだな。 

 ・自分も頑張りたいな。 

 

 


